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昨年度の調査、検討結果に基づき、統合技術の要件定義を行った。

1. 国際的で広範囲な倫理規定の基本調査を行い、倫理規定草案を策定した。
2. 倫理規程案を元に、システム外部設計書を作成した。
3. 外部設計書を元に、内部設計書を作成した。
4. 検索エンジン設計の要素化、各要素技術のISO, WHOの場での国際標準

化の推進を行った。

平成20年度の成果

①疾患・臨床医科学データベースに特化した統合技術開発に関する研究
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統合医科学DB 倫理規定草案検討の論点概要

1.DBの統合

2.医科学DB
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・匿名化基準

・違反による罰則

・統合は収集か？ ２次利用か？

論点
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倫理規定として予定される項目
・確保すべき３要素

正確性 ⇒ 正確かつ最新の内容に保つ義務
安全性 ⇒ 患者等個人の人権の安全性管理のための措置

取扱い者に対して監督する義務
透明性 ⇒ 取得時の利用目的の通知 本人からの開示・訂正請求に応じる義務

・情報を連結する事で匿名性が損なわれる可能性を構造的にゼロにする
⇒ 連結不可能匿名化

・利用目的による利用者の制限
⇒ 医療従事者でも利用者登録を必要とする、監査証跡(アクセス記録等)のとれる公開体制

・個人を特定して悪用した場合に関する罰則
⇒ 安全性の基準としての匿名性の定量的評価

・情報取扱いについての対象者への説明と、これに基づく同意の取得について
⇒ 現実問題として全ての場合で同意を得る事ができるかの検討

・倫理審査委員会との連携
⇒ ＤＢ公開前の段階から連携し、倫理上の問題やプライバシー権の侵害の可能性について審査
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ICD11 and HIM-TAG

国際標準化の推進（WHO）
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TAG-HIM present status

• 1. Content Model  Group
– Treat the original use case of ICD11 (Stefany)

• 2.       Information group 
– Alan Rector (Univ. of Manchester, UK), John, Chris, SCT

• 3. Content Model front end for each TAG, 
– Categorial Structure for Rare disease

• Jean Marie with Rare Disease TAG
– IBMDB model is modified for internal medicine

• Jun Nakaya and Hiroshi Tanaka with Internal Medicine TAG
– Robert will take care of these things

• 4. SCT(SNOMED) Coordination
– IHTSDO harmonization panel will take this issue. 

• (Kent, Alan Rector (Univ. of Manchester, UK), Chris, Olivier)
– GO and other ontologies will cover the remained area.
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平成20年度の成果
②疾患データベースの高度化と実証的統合に関する研究

プロトタイプシステムの試験公開によって得られた要求、課題より要件定義を行
ない、以下の検討、開発を行った。

1. 網羅的疾患分子病態DB（447症例）、パーキンソン病DB（400症例）への症
例数追加に加え、新たにGeMDBJ（440症例）を統合した。

2. 対象疾患を絞り、肝細胞癌、大腸癌、口腔癌、パーキンソン病、頭頸部癌に
おいて、語数247語、関連数190のオントロジー情報を整備した。

3. 複数の要素データベースを統一して検索可能なインターフェースを検討した。
4. 検索GUIとして、新たにパネル検索方式を実装した。
5. 新たに分子情報クラスタリングの機能を追加した。
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国立がんセンター研究所
GeMDBJとの連携

統合検索システム

結果表示
検索結果

検索

結果画面(サマリー)
結果画面(分子情報クラスタリング)

分子情報クリック
で画面遷移

病名：肝細胞癌
病理：ステージIVa

GeMDBJ
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統合検索インタフェースプログラム
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パネル検索GUI

検索カテゴリ

検索条件1

検索条件2
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分子情報クラスタリング
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遺伝子発現量を元に
類似性の高い症例情報から
クラスタリングし、
ツリー上に表示

指定した遺伝子
の発現量

症例情報名
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検索実施例１
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検索条件
網羅的疾患分子病態DB

81症例

疾患ゲノムデータベース
54症例

検索結果
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検索実施例２
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検索条件 網羅的疾患分子病態DB
1症例

疾患ゲノムデータベース
1症例

検索結果



統合医科学データベース構築方式の開発

検索実施例３
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検索条件 網羅的疾患分子病態DB
22症例

疾患ゲノムデータベース
10症例

クリックで
詳細結果表示

検索結果

詳細結果
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平成21年度の目標

• プロトタイプの評価を通して、疾患オントロジー及びプロトタイプとして開発したセマン
ティック検索エンジンの高度化、特に分子情報に関するデータを取り扱うためのイン
タフェースの高度化を行う。

②疾患データベースの高度化と実証的統合に関する研究

①疾患・臨床医科学データベースに特化した統合技術開発に関する研究

• 症例に基づいた統合検索システムを構築し、東京医科歯科大学の統合検索システ
ムの登録研究者に向けて公開を行う。

• がん疾患とパーキンソン病を中心として、国内の主要な疾患データベースを参照で
きるような仕組みを検討する。
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H20年度成果概要（大阪大学）
①疾患・臨床医科学データベースに特化した統合技術開発に関する研究

Ｈ１９年度と同様のデータ移動型統合方式での
データ更新作業を実施
→神経疾患ＤＢ（阪大）からＩＢＭＤに移動させる
データの更新は問題なく行えることを確認

統合データベースの継続的な運用・統合
検索の高度化に対応するためのシステム
改良の柔軟性などを考慮し、Ｈ２１年度に
はインタフェース型統合方式に移行

医科歯科大で作成した統合の要件定義（IBMD要素DBインタフェース）に沿って，
パーキンソン病DB統合のための要件定義（IBMD GW）を作成
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神経疾患DBの要素DBインタフェース定義（一部）

各
機
能
毎
に
統
合
Ｄ
Ｂ
と
要
素
Ｄ
Ｂ
の
対
応
関
係
を
定
義

オントロジーで定義された
疾患テンプレート情報

要素ＤＢ（神経疾患ＤＢ）
のデータとの対応
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H20年度成果概要（大阪大学）

②疾患データベースの高度化と実証的統合に関する研究
・DBの公開症例数を１００症例（H19年度時点）から４００症例まで増加
・DBのデータベースの統計情報・経年情報表示機能に「グラフ表示機能」を追加

経年情報のグラフ表示例統計情報のグラフ表示例
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臨床重症度分類のグラフ表示例 薬剤使用割合のグラフ表示例
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H21年度計画概要（大阪大学）

②疾患データベースの高度化と実証的統合に関する研究
•実施項目①の要件定義に基づき，これまで開発した神経疾患DBを統合検索シス
テムと連携させる．

•平成２０年度に公開した疾患データベースについて、検索などを含む具体的要求と
課題の検討を進め、倫理的な問題の解決（患者同意を含め）を行う。
•神経疾患（パーキンソン病）ＤＢの公開患者数を増加させる（連結匿名化４００症例）。

①疾患・臨床医科学データベースに特化した統合技術開発に関する研究

H20年度に作成した要件定義
に基づいた統合化

平成２０年度に実施した多階層の統合医科学
データベースを統合構築するために必要な統合
技術（疾患DB情報モデル、疾患DBオントロジー、

セマンティクスなど）の要件定義に基づいたプロ
トタイプシステムの試作を通し、問題点の検討を
行う。
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H21年度計画：特記事項（大阪大学）

分担機関・東大グループとのデータ連携
大阪大学／東京大学のそれぞれで開発しているパーキンソン病ＤＢについて、相互
のDBが持つデータ（スキーマおよび内容）の相互運用性比較を行った上で、DBの
相互連携の為のAPI提供の可能性、補正データの収集などを検討する。

利用者から見て使い勝手の良いＤＢの在り方の検討
パーキンソン病に着目し、

•パーキンソン病の治療ガイドライン（神経学会６月公開予定）、パーキンソン病患
者の会、治療薬提供製薬会社等のホームページで公開されている関連情報などへ
のリンク付け
•中核機関Webサイト内DB横断検索サービス内へのAPIを介した連携
など、利用者が必要とする情報に効率的にアクセスできる仕組みを検討する。

ＤＢ公開方法（アクセス管理ポリシー）の再考
神経疾患ＤＢの統計値の公開については、パスワード認証なしで公開するようアク
セス管理ポリシーの変更を検討する（公開時期は平成21年度の上期を予定）。


